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　1924［大正 13］年 5月 17日、大学令による認可を受けて立正大学が設立しました。1928［昭
和 3］年には、日蓮宗大学林設立 25 周年、大学令による昇格 5周年を祝し、記念祭が盛大
に執り行われました。1931［昭和 6］年からは校舎や講堂、学生控室、柔剣道場、学生寮な
どが次々と新築落成するなど、教育と施設の充実が図られました。
  ところがその年、関東軍が満州鉄道の線路を爆破した柳条湖事件に端を発した、満州事変
と呼ばれる日中の武力紛争が起こります。1937［昭和 12］年には日中戦争、1941［昭和 16］ 
年には太平洋戦争が勃発し、終結に至るまで実に 15 年もの歳月を要しました。
   この戦時下で多くの教育機関が影響を受けることとなり、立正大学もその例外ではありま
せんでした。
   1943［昭和 18］年、兵員の不足を受けて学徒に認められていた徴兵猶予が停止となり、
国内の高等教育機関に在籍する満 20 歳に達した文科系の学生は在学途中で徴兵され、出征
することとなりました。同年 9月、立正大学でも繰り上げ卒業式が行われ、多くの学生が戦
地へと向かったのです。
  軍事教練、勤労奉仕、疎開や慰問……戦争は、当時の大学、教職員や学生に何をもたらし
たのか。戦時下の姿を知り、改めて戦争がどのような意味を持っていたのかを考えることは、
立正大学史を学ぶうえで重要かつ貴重な機会となるでしょう。

※このリーフレットは、山岡文堂氏寄贈史料、星野励温氏所蔵史料、ならびに大学史料編纂室所蔵史料より作成しました。

【史料寄贈のお願い】
　立正大学史料編纂室は、2014［平成 26］年 4月に開設されました。大学の貴重な記録
を残すべく、大学史に関する史料の調査・収集・整理・保存を行うとともに、その利用・
公開にも努めております。
　このたび、学徒出陣ならびに学徒動員など戦争関係史料について収集を行うことといた
しました。ご学友の皆様より戦時下の大学の姿を伝える貴重な記録史料をご寄贈いただけ
れば幸いです。まずは史料編纂室までお問い合わせください。
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